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業　績　概　要

　2000年の建築基準法改正により，木質構造でも定められた性能を満たすことで耐火建築物とすることが
可能となりましたが，事務所などの一般的な区画の耐火建築物を木質材料で造ろうとすると，柱・梁など
の構造部材について耐火試験を実施し大臣認定を受ける方法となります。耐火試験では耐火建築物は火災
終了後も崩壊せずに自立していることが求められるため，木質構造材の場合は火災後に自然に燃え止まる
ことが要求され，この点が耐火部材開発の難点でした。
　この問題に対して難燃薬剤を注入したラミナを外周部に配置することで燃え止まり性能を確保する方法
を検討し，最終的に全断面にスギラミナを用いた仕様で２時間までの耐火性能を確保できることを明らか
にしました。本成果を用いて実際に木造３階建ての耐火建築物が建設されています。
　また，難燃処理木材内部の薬剤固形成分量およびその分布は防火性能に大きな影響を与えますが，簡易
にそれを把握する方法はありませんでした。そこで水浸漬により薬剤処理木材から薬剤が溶出する現象を
利用し，薄く切り出したサンプルから薬剤を溶脱させ重量変化から薬剤固形成分量を計測する方法を提案
しました。

今後の取り組み

　耐火集成材に関して技術的な部分は一通り整備されてきています。今後さらに木質耐火建築物を普及さ
せるためには，製造ラインの整備，製造コストの低減，施工法の検討といった課題があります。さらに床
や壁部材に耐火性能を持つ CLT（クロス・ラミネイティド・ティンバー）等が開発できれば，かなり多
くの木材需要が発生することになります。また，それら製品の品質管理として，薬剤量の点検体制の整備
も重要です。
　今後は，火災安全工学の技術的な部分だけではなく，これら成果をより広く社会へと広めていくことに
主眼をおいて研究を進めて行きたいと考えています。
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